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(注) 平成22年3月期第1四半期の対前年同四半期増減率は、平成21年3月期第1四半期においては連結業績での発表を

しているため記載しておりません。 
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(注) 当四半期における業績予想の修正有無 ： 無 
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(百万円未満切捨て)

1. 平成23年3月期第1四半期の業績（平成22年4月1日～平成22年6月30日）

 (1) 経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第1四半期 1,508 △27.8 △84 ― △124 ― △130 ―

22年3月期第1四半期 2,089 ― 35 ― 1 ― △11 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年3月期第1四半期 △0 76 ―

22年3月期第1四半期 △0 07 ―

 (2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第1四半期 10,510 1,470 14.0 8 50

22年3月期 11,819 1,601 13.5 9 25

(参考) 自己資本 23年3月期第1四半期 1,470百万円 22年3月期 1,601百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0 00 ― 0 00 0 00

23年3月期 ―

23年3月期(予想) 0 00 ― 0 00 0 00

3. 平成23年3月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日）

(％表示は、通期は対前期、第2四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 3,900 △22.7 30 △85.0 △70 ― △90 ― △0 52

通期 13,000 19.1 680 28.5 500 33.7 460 131.6 2 66



 

 
(注) 「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原

則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、四半期財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中であります。 

  

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）3ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

  

4. その他（詳細は、【添付資料】P.4「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(注) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年3月期1Ｑ 173,142,890株 22年3月期 173,142,890株

② 期末自己株式数 23年3月期1Ｑ 137,918株 22年3月期 136,555株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期1Ｑ 173,005,485株 22年3月期1Ｑ 173,012,392株
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当第1四半期会計期間におきましては、ここ数年来公共事業費の削減が続く状況の中、平成22年度の

予算がさらに前年度比18.3%削減された影響等により、公共事業縮小の動きは止まる気配を見せており

ません。鋼橋の発注量・発注件数も前年同期に対して大幅に減少しており、高速道路会社・地方自治体

等では低価格重視の競争となる等、業界全体としては依然として熾烈な受注競争が続いております。 

  このような状況下、当社は技術提案を専門とする部署に専任の技術者を増員し技術提案力の強化を行

い、また積算力等の強化にも注力しておりますが、官公庁物件の受注獲得には至りませんでした。民間

物件においても、公共投資抑制の影響による競争激化の中、積極的な受注活動に取り組みました。 

  その結果、当社の橋梁の受注高は前年同期比21億46百万円減の5億39百万円（前年同期比79.9%減）、

総体として21億47百万円減の5億44百万円（前年同期比79.8%減）に留まり、前年同四半期会計期間を大

きく下回る結果となりました。第2四半期以降は国土交通省・高速道路会社を中心に大型物件の入札も

控えていることから、全社の総力を受注獲得に向け必要受注量の確保に取り組んでまいります。 

  完成工事高は、前期末受注残が減少した影響により、橋梁では前年同期比5億80百万円減の15億2百万

円（前年同期比27.9%減）、総体では前年同期比5億81百万円減の15億8百万円（前年同期比27.8%減）と

なりました。 

  損益面では、完成工事高の大幅な減少により固定費負担を吸収するに至らなかったこと等により、営

業損失は84百万円（前年同四半期営業利益は35百万円）、経常損失は1億24百万円（前年同四半期経常

利益は1百万円）、四半期純損失は1億30百万円（前年同四半期純損失は11百万円）となりました。 

  

①資産、負債及び純資産の状況 

当第1四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べ13億8百万円減少し105億10百万円

（前事業年度末比11.1％減）となりました。この主な要因は、工事代金の入金により完成工事未収入金

が13億9百万円減少したことによるものであります。負債については、前事業年度末に比べ11億77百万

円減少し90億40百万円（前事業年度末比11.5％減）となりました。この主な要因は、短期借入金が4億

21百万円、工事未払金が7億81百万円それぞれ減少したことによるものであります。 

 純資産については、前事業年度末に比べ1億30百万円減少し14億70百万円（前事業年度末比8.2％減）

となりました。この主な要因は、1億30百万円の四半期純損失を計上したことによるものであります。

この結果自己資本比率は14.0％となりました。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

当第1四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）残高は、前事業年度

末と比べ1億18百万円増加し6億40百万円となりました。 

当第1四半期会計期間（平成22年4月～平成22年6月）における各キャッシュ・フローの状況とそれらの

主な要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果増加した資金は4億28百万円となりました。この主な要因は、工事代金の入金により

売上債権が11億70百万円減少し資金が増加したものの、税引前四半期純損失1億28百万円の計上、仕入

債務7億13百万円の減少により資金が減少したことによるものであります。 

1. 当四半期の業績等に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する定性的情報

(2) 財政状態に関する定性的情報
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（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果減少した資金は9百万円となりました。この主な要因は、固定資産の取得によるもの

であります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果減少した資金は3億円となりました。この主な要因は、短期借入金の返済によるもの

であります。 

  

平成23年3月期の業績予想については、第2四半期累計期間、通期とも、平成22年5月13日に公表いた

しました業績予想の内容と変更はありません。 

  

  

(3) 業績予想に関する定性的情報
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繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の

発生状況に著しい変化がないと認められるため、前事業年度において使用した将来の業績予想やタック

ス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

（会計方針の変更） 

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

当第1四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成20年3月31

日 企業会計基準第18号)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準委員会 平成

20年3月31日 企業会計基準適用指針第21号)を適用しております。 

  これによる、営業損失、経常損失及び税引前四半期純損失に与える影響はありません。 

  

（表示方法の変更） 

（四半期損益計算書関係） 

①  前第1四半期累計期間において、表示しておりました「売上高」、「売上原価」及び「売上総利益」

につきましては、当第1四半期累計期間より科目の表示を実態に即してより明確にするため、「完成

工事高」、「完成工事原価」及び「完成工事総利益」に変更しております。 

②  前第1四半期累計期間において、営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「受取賃貸

料」（前第1四半期累計期間0百万円）は、営業外収益総額の20/100を超えたため、当第1四半期累計

期間においては区分掲記することとしました。 

  

該当事項はありません。 

  

  

2. その他の情報

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(3) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期財務諸表

(1) 四半期貸借対照表

(単位：百万円)

当第１四半期会計期間末
(平成22年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 640 521

完成工事未収入金 3,945 5,255

未成工事支出金 84 80

原材料及び貯蔵品 14 14

前渡金 46 31

未収入金 18 131

繰延税金資産 41 41

その他 56 52

流動資産合計 4,846 6,128

固定資産

有形固定資産

建物 2,170 2,169

減価償却累計額 △1,645 △1,635

建物（純額） 524 533

構築物 1,498 1,498

減価償却累計額 △1,133 △1,128

構築物（純額） 364 370

機械及び装置 2,883 2,881

減価償却累計額 △2,615 △2,600

機械及び装置（純額） 268 280

車両運搬具 64 64

減価償却累計額 △61 △60

車両運搬具（純額） 3 4

工具、器具及び備品 194 191

減価償却累計額 △151 △149

工具、器具及び備品（純額） 43 42

土地 4,301 4,301

建設仮勘定 0 －

有形固定資産合計 5,505 5,532

無形固定資産

電話加入権 0 0

無形固定資産合計 0 0

投資その他の資産

投資有価証券 115 115

関係会社株式 34 34

その他 8 9

貸倒引当金 △1 △1

投資その他の資産合計 157 158

固定資産合計 5,663 5,690

資産合計 10,510 11,819
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(単位：百万円)

当第１四半期会計期間末
(平成22年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形 647 578

工事未払金 348 1,130

短期借入金 4,050 4,471

1年内返済予定の長期借入金 464 464

未払費用 78 69

未払法人税等 4 10

未払消費税等 29 70

未成工事受入金 116 133

賞与引当金 88 57

工事損失引当金 1 1

その他 11 25

流動負債合計 5,839 7,013

固定負債

長期借入金 2,321 2,321

退職給付引当金 734 737

環境対策引当金 10 10

繰延税金負債 129 129

その他 5 5

固定負債合計 3,200 3,204

負債合計 9,040 10,218

純資産の部

株主資本

資本金 1,402 1,402

資本剰余金

その他資本剰余金 12 12

資本剰余金合計 12 12

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 67 198

利益剰余金合計 67 198

自己株式 △12 △12

株主資本合計 1,470 1,601

純資産合計 1,470 1,601

負債純資産合計 10,510 11,819
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(2) 四半期損益計算書

【第１四半期累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

売上高 2,089 －

売上原価 1,908 －

売上総利益 181 －

完成工事高 － 1,508

完成工事原価 － 1,436

完成工事総利益 － 71

販売費及び一般管理費 146 155

営業利益又は営業損失（△） 35 △84

営業外収益

受取利息及び配当金 0 0

受取賃貸料 － 0

その他 0 0

営業外収益合計 0 1

営業外費用

支払利息 32 38

その他 1 3

営業外費用合計 34 41

経常利益又は経常損失（△） 1 △124

特別利益

前期損益修正益 6 －

固定資産売却益 0 －

特別利益合計 6 －

特別損失

固定資産除却損 6 －

事業構造改善費用 10 3

特別損失合計 17 3

税引前四半期純損失（△） △8 △128

法人税、住民税及び事業税 2 2

法人税等合計 2 2

四半期純損失（△） △11 △130
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(3) 四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前第１四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △8 △128

減価償却費 32 32

固定資産除売却損益（△は益） 6 －

賞与引当金の増減額（△は減少） 29 31

退職給付引当金の増減額（△は減少） △12 △3

工事損失引当金の増減額（△は減少） △12 －

支払利息 32 38

売上債権の増減額（△は増加） 715 1,170

未成工事支出金等の増減額（△は増加） △221 △4

仕入債務の増減額（△は減少） △24 △713

前渡金の増減額（△は増加） 88 △14

未収入金の増減額（△は増加） 8 113

未払消費税等の増減額（△は減少） △32 △41

その他 △24 △6

小計 576 475

利息及び配当金の受取額 － 0

利息の支払額 △35 △37

法人税等の支払額 △10 △10

その他 0 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 530 428

投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △16 △9

その他 △0 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △17 △9

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 － △0

短期借入金の純増減額（△は減少） △444 △300

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △444 △300

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 67 118

現金及び現金同等物の期首残高 1,145 521

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,213 640
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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4. 補足情報

完成工事高、受注高及び受注残高

完成工事高 （単位：百万円未満切捨）

区  分

前第1四半期累計期間 当第1四半期累計期間 前事業年度

(自 平成21年4月1日
  至 平成21年6月30日)

(自 平成22年4月1日
  至 平成22年6月30日)

(自 平成21年4月1日
  至 平成22年3月31日)

金額 金額 金額

 鋼構造物 2,083 1,502 10,886

 その他 6 5 24

 合  計 2,089 1,508 10,910

受注高 （単位：百万円未満切捨）

区  分

前第1四半期累計期間 当第1四半期累計期間 前事業年度

(自 平成21年4月1日
 至 平成21年6月30日)

(自 平成22年4月1日
  至 平成22年6月30日)

(自 平成21年4月1日
  至 平成22年3月31日)

金額 金額 金額

 鋼構造物 2,685 539 5,092

 その他 6 5 24

 合  計 2,692 544 5,117

受注残高 （単位：百万円未満切捨）

区  分

前第1四半期会計期間末 当第1四半期会計期間末 前事業年度末

(平成21年6月30日現在) (平成22年6月30日現在) （平成22年3月31日現在）

金額 金額 金額

 鋼構造物 12,848 5,489 6,453

 その他 － － －

 合  計 12,848 5,489 6,453

(注)  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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